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はじめに

• 医師会共同利用施設とは、

「医師会もしくは自治体・三セク等が設立主体となり、

医師会が運営し、地域の医師会員が共同利用を図る施設」

• しかし、必ずしも

「施設に限定せず、事業を含めても」

「医師会員だけでなく、医師会同士の共同・協働でも」

いいのではないか？

• 今回、東京都在宅医療推進強化事業で用いられる

情報共有ツール（ICTシステム）の機能強化を、

各地区医師会の共同開発という形で進めた



2040年の人口構成

・ 2040年には、高齢化と生産年齢人口の減少が見られる

・ 生産年齢人口はほぼ全ての地域で減少し、
高齢人口は、大都市部では増加、過疎地域では減少、
地方都市部では高齢人口が増加する地域と減少する地域がある



医療と介護の複合ニーズ
在宅医療需要の増加



• しばらく人口増加が続く

• 高齢人口、高齢化率は上昇

• 生産年齢人口は減少

• 高齢世帯・高齢独居の増加

• 医療・介護複合ニーズの増加

• 高齢者救急の増加

在宅医療の推進

東京の将来は？



東京都在宅医療推進強化事業

【地域における24時間診療体制の構築】

・在宅医療に取り組む地域のかかりつけ医の連携、
夜間対応を行う医療機関・往診を支援する事業者との連携等による
24時間診療体制の構築

・医師、訪問看護師、多職種との連絡調整を担う窓口の設置及び運営

【デジタル技術を活用した医療ＤＸの推進】

・デジタル技術を活用した24時間体制構築に資する取組

※令和５年度より３か年は都の補助事業
令和８年度より、各自治体の補助事業



令和 5年度 → 6年度 → 7年度

→ 32 → 36

→ 26 → 26

在宅医療推進強化事業 交付決定状況



• 東京都在宅医療推進強化事業においては、

情報共有ツール（ICTシステム）の活用が求められる

• 東京都全体が統一したシステムで繋がることが望ましい

• 東京都の多くの地域でMedical Care Station（MCS）

が使われている

東京都在宅医療推進強化事業における
情報共有ツール（ICTシステム）は？



東京都地区医師会一覧



東京都におけるMCS採用状況



在宅医療推進強化事業に
MCSを利用する場合

・ MCSは［患者グループ］を中心とした

多職種連携のためのコミュニケーションツール

・ 管理者が、グループの作成・関係者の招待を行う

・ 定常的な業務、特定のメンバーによる運営に向いている

※ 突発的な事象、臨時的なメンバーの参加には不向き

在宅医療推進強化事業に利用するためには、

MCSの機能強化が必要であろう



各地区医師会ごとに個別に対応するのは

調整・開発の手間、費用の増大

各地区医師会の意見集約、費用の案分

共同開発による効率的な機能強化

MCSの機能強化に関する共同開発の提案



MCSの機能強化に伴う
共同開発に関する意向調査

【MCSに求める機能強化】

・当番医を登録する手間、当番医グループの一括登録

・電子カルテとの情報共有、他のツールとの連携

・セキュリティ対策、個人情報保護

・ワンタイムパスワード機能(救急・緊急時にも利用)

【MCS機能強化の共同開発について】

○ 共同開発によりコスト負担の軽減が期待できる

○ 共通の基盤が開発できることは大変有難い

✕ MCSにのみ費用援助するのはいかがなものか

✕参加しない医師会に費用負担が生じないようにして頂きたい



• 意向調査の結果、希望のあった15の地区医師会

による会議室をMCS上に設置し、機能強化の

共同開発に向けた協議を開始した

• 今回の機能強化は「チーム機能」に絞って

開発を進める方向となった

• 尚、各地区医師会との調整、エンブレース社との

やりとりなど、共同開発の実務については、

一般社団法人 全国医療介護連携ネットワーク研究会

にて行うこととした

MCSの機能強化共同開発に向けて



そもそも「MCS」とは

https://about.medical-care.net/html/



〇共同開発についての課題
・東京都と各地区医師会の個別契約である
・一つの行政区に複数の医師会がある地区もある
・エンブレース社には医師会との連絡・調整する適当な者がいない
・また、各医師会とそれぞれに対応することも難しい
・地区医師会をまとめる東京都医師会は当事業の受託者ではないし、
都内にはＭＣＳを利用していない地区医師会もある

MCSの機能強化共同開発について
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〇課題への対応
・各地区医師会とエンブレース社との連絡・調整役として、
全国医療介護連携ネットワーク研究会(医介連)が担当する
※各医師会はエンブレース社と契約
契約内容に、連絡・調整は医介連が行うことと明記。

※エンブレース社と医介連は上記内容実施の契約を行う
・東京都医師会は上記スキームの周知のみ行う

MCSの機能強化共同開発について
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〇2014年設立、2020年に一般社団法人化
〇地域包括ケアネットワーク構築におけるICTシステムの普及、啓発等
・事例集、提言、全国大会…
〇医師会、行政、ユーザー、
ベンダーなどをつなげて、
新たな価値を作り出す

全国医療介護連携
ネットワーク研究会(医介連)とは

医介連 https://ikairen.net/



在宅医療推進強化事業に関する
MCS機能強化協働開発参加地区

〇MCS採用地区 ２５地区のうち１３地区が参加
一部採用地区 ７地区のうち ２地区が参加
未採用地区 １４地区のうち ４地区が参加



MCS新機能の要望ついて
要望 考えられる開発機能

チーム機能 チームメンバーとして参加しているタイムラインの通知を他と分けた特別な通知にして欲しい 通知メッセージを変えて実装

チーム機能 チームメンバー内で担当がわかるようにして欲しい（例：訪問看護チームの訪看名） 担当者にマークを付けれるようにする

チーム機能 自由グループでもチームを招待できるようにして欲しい チーム機能の自由グループへの招待機能の開発

チーム機能 往診医師チームの中に訪問看護師チームを入れられるようにして欲しい チームの中に別のチームを招待

チーム機能 患者ごとに表示・非表示する操作が手間がかかり面倒 チーム単位で表示・非表示できるようにする

チーム機能 当番以外の医師に患者タイムラインを見せたくない 当番日だけ患者タイムラインにアクセスできる機能

チーム機能 当番スケジュール管理表と連動して自動でチームを招待できるようにして欲しい 当番スケジュール表管理機能の新規開発とチーム機能の連動

チーム機能 緊急時等にチームメンバーにスムーズに電話連絡したい 携帯番号の登録及び通話発信機能

チーム機能 ホーム画面の患者リストでチームで入っているかどうかわかるようにして欲しい

チーム機能 チーム一覧に管理している施設名を表示して欲しい 施設名表示

チーム機能 チーム一覧を絞り込みまたは優先順位表示（豊島区、住所が近い、医師がいるなど） チーム一覧絞込表示機能

チーム機能 緊急時の承認スキップできるようにして欲しい 事前にチームの承認処理のみを実装

２４時間体制 緊急時に素早く患者タイムラインに入りたい ワンタイムパスワード発行による患者タイムラインへの参加

MCS全般 真面目に投稿、閲覧しようとすればするほど業務が煩雑 短時間で書き込みや閲覧できる仕組み

MCS全般 多職種の書き込み量が多くなると斜め読みとなってしまう 短時間で多職種の投稿が閲覧できる仕組み

MCS全般 どの電子カルテとも繋がるようにして欲しい 電子カルテとのマルチ接続

MCS全般 施設患者をフロア別に分けて表示して欲しい 患者タイムラインのグルーピング

MCS全般 重要な投稿を探しにくい 自由テーマでのフォルダ整理機能

MCS全般 投稿内容から緊急対応の判断や投稿入力のDX化 自動音声入力、AI生成の組入

MCS全般 診療報酬上算定に必要な書類をMCSでデータ共有 書類データへ電子署名を施す機能

MCS全般 タイムラインでどこまで読んだか分からない ”ここから未読”の表示

MCS全般 患者利用者画面で主治医参加とその他参加を分けて表示して欲しい 患者タイムラインのグルーピング

MCS全般 タイムライン内にACPを含めた患者サマリー情報の投稿、閲覧したい 患者タイムライン内に患者サマリー専用枠を作成

MCS全般 患者情報を入力するのが手間 電子カルテから患者情報を簡単に移す機能

MCS全般 所属を複数持つユーザーはアカウントを使い分けるのが面倒 同一メールアドレスで複数のアカウント発行

MCS全般 患者情報をよりリッチに マイナンバーカードとの情報連携

MCS全般 見て欲しい重要な部分を簡単かつ確実に情報取得して欲しい（したい） 投稿文章の重要部分に★マーク

MCS全般 PDF等のデータが探しにくい。特に途中参加した人は過去に遡る必要がある ファイルデータを簡易に探すことができる機能

MCS全般 患者側利用時の患者承認が進まない（主治医の判断に委ねる） 権限のあり方、使い勝手の変更

MCS全般 最新の患者サマリ情報（いつ時点なのか含めて）を入力・閲覧できるスペースが欲しい 患者ページの改修あるいはタイムラインページ内にスペース作成

MCS全般 入力の二度手間をなくしたい カルテとの連携（双方向）

MCS全般 本当に必要な情報だけを短時間で確認したい 本当に必要な情報だけを短時間で確認したい

MCS全般 MCS登録やにつながりを簡単にできる仕組みが欲しい QRコード表示、スマホフリフリ

MCS全般 患者サマリーを手間なく確実に共有したい 電子カルテ情報を患者タイムラインに簡便に転記

MCS全般 ACPを含む患者サマリーを共有確認したい MCS内に患者サマリー専用枠を作成
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MCS新機能「チーム機能」の開発へ

〇多くの要望から下記の条件により開発機能を決定

・在宅医療推進強化事業に関連するもの

・多くのニーズがあるもの

・汎用性が高いもの

・開発可能性の高いもの

※運営ポリシーに準じるものに限る

※他社システムの開発が必要なものは除く

⇒「チーム機能」を開発することに決定



MCS新機能「チーム機能」とは

〇多くの要望から下記の条件により開発機能を決定

・在宅医療推進強化事業に関連するもの

・多くのニーズがあるもの

・汎用性が高いもの

・開発可能性の高いもの

※運営ポリシーに準じるものに限る

※他社システムの開発が必要なものは除く

⇒「チーム機能」を開発することに決定



MCS新機能「チーム機能」とは

エンブレース社提供資料



MCS新機能「チーム機能」とは

エンブレース社提供資料



MCS新機能「チーム機能」とは

エンブレース社提供資料



MCS新機能「チーム機能」の実際



○在宅医療推進強化事業最終年度に向けて、参加医師会の
調整中。参加医師会の数に応じて下記の機能強化を検討中。

①「チーム機能」の強化
・自由グループでのチーム機能利用
・チーム単位での表示/非表示等の設定機能
・チームメンバー追加時の通知機能

②患者サマリー表示機能
→支援チームが患者の経緯等を簡単に確認できるように、
患者タイムラインに自動でサマリーを作成し表示する

③添付ファイル等の固定表示機能
→現在は添付されたファイルや画像の一覧表示がわかりにくいので、
速やかにアクセスできるようにする

○集約した意見をもとに共同開発し、より良いシステムへ！

MCSの機能強化共同開発の今後



• 東京都在宅医療推進強化事業においては、

情報共有ツール（ICTシステム）の活用が求められる

• 東京都で最も普及しているのはMCSであったが、

本事業に用いるにはその機能強化が必要と考えられた

• 機能強化における意見集約と開発費用の案分を目的に、

地区医師会による共同開発を提案し進めた

• 今後、各医師会による施設の設立・運営に限定せず、

事業も含めた医師会同士の共同・協働を行うことも、

医師会共同利用として有用ではないかと思われる

まとめ


